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１ 小学校学習指導要領算数編による本単元の内容 

 

 

 

 

 

２ 単元について 

〇単元について 

本単元は，小数の意味や表し方について理解
することをねらいとしている。 
分離量は整数だけで表せるが，連続量を表す

には，小数，分数も必要になってくる。 
小数は，かさや長さ，重さなどの連続量の測

定に関わって，単位の量に満たないはしたの量
をその単位で表すことの必要性から生まれた数
である。したがって小数の導入にあたっては，
小数を必要とする端数処理の具体的場面を通し
て，その解決に有効な方法の１つとして小数を
導き，理解させるようにしたい。 
まず，１ｄLを細かく分けると，はしたの数を

表すことができるという考えを引き出したい。
そして，10 等分すると整数と同じように計算が
しやすくなることに気づかせ，小数は整数と同
じ十進位取り記数法の仕組みになっていること
を理解させることになる。 
さらに，相対的な大きさや大小比較，数直線

上へ表示，計算などを通して，次第に抽象数と
しての小数を認めるように指導を進めていく。 

〇児童について 

レディネステストの結果は以下のとおりである。 

 項目（正答数） 誤答傾向 

知
識 

〇mL を使ってかさを表
す問題   （2/24） 

  液量図を正しく読
み取ることができな
い。 

〇単位の関係をもと
に，単位換算する問
題    （16/24） 

長さ，量の単位につ
いて相互関係が理解
できていない。 

技
能 

〇数を数直線上に対応
させ，表す問題 

   （17/24） 

数直線の 1目盛り
分の大きさを読み取
れていない。 

 前学年での学習内容であり，多くの児童が，dL と
mL の相互関係や単位換算を理解していないことが分
かった。また数直線の１目盛りがいくつを表してい
るかを見つけることが出来ないことも分かった。そ
のため，実際に１Lますや１ｄLますを操作させ，単
位の相互関係をおさえる。また，長さ・量について
の単位換算表を教室内に掲示したり，練習問題を解
かせたりして理解を深めていく必要がある。 

〇指導に当たって 
（１）はしたの量の表し方を考える学習活動【学びに向かう力】 

水運びのゲームをグループで行い，どのグループがたくさん水を運べたか比べるためには，はした
の量を表さなければならないという課題意識を持たせる。 

（２）数直線やます図に示された値を，小数を用いて表す活動【わかる・できる】 
9 ㎜を，1㎝をもとにして小数で表すと 0.9 ㎝となることや，9dL を，1L をもとにして表すと 0.9L

となることから，同じ大きさでももとにする単位によって，表し方が複数あることを理解させる。も
とにする単位を 1/10 することではしたの部分を表すことができるようにさせる。 

（３）小数の加法及び減法の計算のしかたを図や言葉で説明する活動【考える・表す】 
小数の加法及び減法の計算ができるだけではなく，その計算の仕方について説明することで理解を

深めさせる。整数の時に用いた十進位取り記数法の考え方が，小数の時にも活用することができ，そ
れを図や言葉を用いて説明することで，既習事項を基に新しい考え方をすることができるようにさせ
る。 

（４）身の回りで小数が用いられる場面について考え，問題を作る活動【つくる・ひろげる】 
学びを生かして，身の回りで小数が用いられている場面について考え，初めに行った水運びゲーム

をグループで行う。運んだ水の合計を求めたり，こぼれた水の量を求めたりして勝敗を決めるゲーム
を行う。それにより小数の扱い方や，小数の加法減法についての理解を深めさせる。 

 
 
 

A (5)小数の意味や表し方について理解できるようにする。 

  ア  端数部分の大きさを表すのに小数を用いる。また小数の表し方及び1/10の位について知る。 

イ 1/10の位までの小数の加法及び減法の意味について理解し，計算の仕方を考え，それらの計

算ができる。 

算数科 第３学年 尾道市立西藤小学校 指導者 竹田 昌美 

 
 
〇 日  時   平成 30 年11月 13 日（火） 第５校時   13：15～14：00 

〇 場  所   第３学年１組教室 

〇 学  級   第３学年１組（男子 14名 女子 10名 計 24 名） 

「小数」   



３ 単元の目標と評価規準 
 

【目標】  小数の意味や表し方について理解できる。 

【本単元で育てる資質・能力】 

算
数
科 

わかる・できる 
（知識・技能） 

小数の意味とその表し方，小数の計算の仕方を理解している。 

考える・表す 
（思考・表現・判断） 

数のまとまりに着目し，小数でも数の大きさを比べたり計算したりできるか

どうかのを考えている。 

学びに向かう力 
（意欲・態度） 

小数の仕組みに関心をもち，生活場面で進んで小数を使って表そうとしてい

る。 

本
校 

自   立 
 小数で表したり，それを用いて問題解決したりする上で，既習事項を生かし

ながら試行錯誤して解決方法を考えている。 

協   働 
 速さを数値化したり，生活や学習に活用したりする上で，友達の考えを取り

入れながら解決しようとしている。 

【評 価 規 準】 

 
○小数の仕組みに関心を持ち，進んで小数で表そうとしている。            【学びに向かう力】 
〇小数の表し方や計算の仕方を，整数の意味や計算の仕方を基に考えている。【思考・表現・判断】 
○端数部分を小数で表すことができ，1/10 の位までの小数の加法，減法の計算ができると共に， 

小数の意味とその表し方，小数の計算の仕方を理解している。        【知識・技能】 
  

 

４ 単元で身に付けた力を見取る問題と解答例 

【問題】 

 

【解答例】 

 
   

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 1.2dL は 0.1dL が 12 こ。 
⑥ 0.4dL は 0.1dL が 4 こ。 
⑦ 12 こから 4 こを引くと 8 こ。 
⑧ 0.1 が 8 こなので 0.8dL。 

 たかしくんは，おいしいコーヒー牛乳を作るために牛乳を 1.2dL，コーヒーを 0.4dL 用意し

ました。おいしいコーヒー牛乳はどれだけできるでしょう。また，牛乳はコーヒーよりどれだ

け多いですか。  

図を使って，考え方をせつ明しましょう。 

① 1.2dL は 0.1dL が 12 こ。 
② 0.4dL は 0.1dL が 4 こ。 
③ 12 こと 4 こを合わせると 16 こ。 
④ 0.1 が 16 こなので 1.6dL。 

＝ ＝ 

（式）1.2dL＋0.4dL＝1.6dL 

＋ 

（式）1.2dL－0.4dL＝0.8dL 
 

－ 



５ 単元の指導計画（全 11 時間） 

学習過程 児童の思考 
評価規準 見方・ 

考え方 
指導の留意点 

学 思 知・技 

は
し
た
の
表
し
方
（
４
） 

 

 

１１dL ますに水を入れて，こ
ぼさないように運ぶゲーム
をし，どれだけ水が残った
かを量る方法を話し合う。 

 

 
 

 

 

 

 

〇 

  

単
位
の
い
く
つ
分
か
考
え
て
は
し
た
を
小
数
で
表
す 

 
■ゲームをしなが
ら課題意識を持
たせ学習に興味
を持たせる。 

 

 

 

２ 小数の表し方を知り，小
数点，小数第一位の意味を
理解する。 

３ 2.4dL は 2dL と 0.4 dL，
0.1 dL の 24 個分であるこ
とを，図をもとにして理解
する。 

４ 1L や 1 ㎝，1m をもとに
かさや長さを小数で表す。

  
 

 

 

 

  

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 
■１dL ますの絵と
対応させながら
はしただけの水
のかさの書き表
し方を考えさせ
理解させる。 

■〇dL は 0.1 dL
の〇個分である
ことをを確実に
捉えさせる。 

■小数を使うと簡
単に表せること
のよさに気付か
せる。 

 

小
数
の
し
く
み
（
１
） 

 

 
５ 0.1 が 10 個分で 1 になる
ことから，単位の構成が十
進構造になっていることを
理解し，小数の数系列を考
え，大小比較をする。 

 

  

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 
■小数を数直線上
に表して，整数
と同じ系列の中
に位置づけ，小
数の理解を深め
させる。 

小
数
の
た
し
算
と
ひ
き
算
（
４
） 

 
 
６ 加法の問題場面を，図を
手がかりに立式し，0.1 を単
位にして計算の仕方を考え
る。 

７ 小数の加法を計算し，く
り上がる場合の処理の仕方
を，図を使って考える。 

８ 図を使って加法の計算と
比較しながら，小数の減法
の計算のしかたを考える。                           

（本時８／１１時）      
９ 小数の減法を計算し，く
り下がる場合の処理の仕方
を，図を使って考える。 

 
 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

単
位
の
考
え
方
を
使
っ
て
小
数
の
加
法
減
法
の
仕
方
を
考
え
、求
め
る 

 
 
■小数についても 

たし算引き算が
できることを理
解させる。 
 

■小数点をそろえ
て位ごとに計算
することができ
ることを理解さ
せる。 

小数のしくみを調べよう  【情報の収集（１）】 

〇1 が 10 個集まると位が上が
って，10 になったから，0.1
が 10 個集まると，位が上が
って 1 になるんじゃないか
な。 

小数の計算をしてみよう【情報の収集，課題解決（４）】 

〇0.1 をもとにして，計算す
れば，整数のときと同じよ
うに計算をすることができ
るね。 

〇小数のたし算やひき算の筆
算の計算の仕方が分かった
よ。 

はしたの量を表してみよう  【情報の収集（３）】 

〇1L のときも 1/10 の大き
さをもとにして考えていけ
ば，はしたの数を表すこと
ができそうだな。 

〇1 ㎝や 1m のも同じ考え方
を使えばできそうだから，
他の単位でもやってみよ
う。 

 

1dL よりも少ない水の量を測る方法を考えよう。 

はしたの量はどうやって測るの？【課題の設定（１）】 

〇少し残った量はどうやって測
ったらいいのかな？ 



小
数
を
生
か
し
て
（
２
） 

 

 

10 水運びゲームを行い，小

数を使って比べ合う。 

 
11 単元でつけたい力を見

取る問題に取り組み，単元
の学習をふり返る。また，
自作の問題を交流し解き
合う。 

  

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

  
 
 
■生活の中の小数
に触れ，学習し
た小数が生活に
生かしていける
ことを感じさせ
る。 

 

 

６ 本時の学習（本時８／１１時） 

（１）本時の目標 

    小数第一位どうしの小数の減法の計算の仕方を考え，0.1 を基準値として考えるよさに気づきな

がらそれらの計算ができる。 

 
（２）研究主題とのかかわり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）本時の学習展開  

 学習活動 指導上の留意事項（◇） 
（◆「努力を要する」状況と判断した児童への指導の手立て） 

評価規準
（○） 

（評価方法） 
 

 

つ

か

む 

 

 

 

 

 

 
１ 学習課題をつかむ。 
 〇前時の問題と計算方法を振り返る。 
  
 
 
 

 
問題① □→０．６L 
    式 ０．６－０．２ 
 
 
 
 

 
 
◇前時の加法の計算方法について
液量図や言葉で説明したことを
想起さる。0.1 を単位として考え
整数と同じように計算したこと
をおさえる。 

 
◇前時の計算方法について図，言
葉，で説明したことを想起させ， 
加法の計算方法をもとに考えれ
ばよいことに気付かせる。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0.6L あった牛にゅうを 0.2L 飲みま

した。のこりは何 L でしょうか。 

基礎的な知識（既習事項） 

・長さやかさの測定に関して，「3 ㎝と 2
㎜」，「4L と 7dL」のように表せる。 

・整数の加法及び減法の計算ができる。 
・数直線で整数を表すことができる。 

新しい学び 

・小数の加法をもとにして，減法の計算を

することができる。 

―活用する数学的な見方・考え方― 

十進位取り記数法の考え方や小数の加法の計算方法をもとに，減法の計算の仕方について考える。 

小数を生かして 【まとめ・表現，振り返り（２）】 

〇学習の中で，小数が使われ
ている場面について分かっ
たよ。また，整数の時と同
じように 10 のまとまりで
考えていけば，小数の計算
もできるということもわか
ったよ。身の回りの中で，
小数が使われている場面に
ついてもっと調べていきた
いな。 

 

【数学的活動】 小数第一位どうしの小数の減法の計算の仕方を表現し伝え合う活動 

 

１L の牛にゅうを，0.2L 飲むと，の

こりは何 L になるでしょう。 



 

 

 

み

と

お

す 

 

 

 

 

さ

ぐ

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

深

め

る 

・

広

げ

る 

 

 

 

 

 

 
 
問題② □→１L 
    式 １－０．２ 
 
 
〇問題を提示し，立式する。 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
２ 見通しを持つ。 

〇液量図の問題と違うのはどこか出し合
う。 

  ・テープは水ではないから，液量図にで
きない。 

  ・使うということは，テープを切らない
といけない。 

   
〇本時の学習課題を確認する。 

 

 

 
 
３  計算の仕方を考える。 

〇テープ図をもとに個人で考える。 
・小数のたし算と同じように考える。 
・０．１をもとに考える。 
・テープ図を用いて考える。 

  

 

 

４ 計算の方法を交流する。 

 〇問題①と問題②の順番に計算方法を出
し合う。 

 問題① 

式 1.5ｍ－0.3ｍ＝1.2ｍ 答え 1.2ｍ 

 

・0.3ｍ使うので，0.1 を 3 個分切るので，の

こりは 1.2ｍになります。 

・1.5ｍは，0.1 が 15 個分なので，15－3＝12

で,1.2ｍになります。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇実際に 1.5ｍのテープ提示し，問

題への見通しを持たせる。 
 
 
◇自分の考えをノートに書かせる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

◇テープ図のテープを実際に切り

ながら，計算の仕方を交流する。 

 

◇1.5ｍが0.1の 15個分であること

が分からない児童がいる場合は，

テープを切ったり，印をつけたり

しながら，数直線で確認させる。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇減法の計算

方法について

説明をする。

(行動観察、ノ

ート) 

 

児童の思考過程の見える化 

小数のひき算の計算のしかたを考えよう。 

◇テープ図を基に，計算の仕
方を図と言葉でノートに書
かせる。 

◆0.1 を単位として量をとら
えさせるために 0.1 ごとに
分割されたテープが書かれ
た紙を渡し，手元で操作を
させる。 

テープが 1.5ｍあります。このテープ

について，次の問題を考えましょう。 
① 0.3ｍ使うと，のこりは何ｍでし

ょう。 
② さらに，0.5ｍ使うと，のこりは

何ｍですか。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

８ 板書計画 

   

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め

る 

 

振

り

返

る 

 問題② 

式 1.2ｍ－0.5ｍ＝0.7ｍ 答え 0.7ｍ 

 

  

 

５ 液量図とテープ図の問題を比べ，意見を

交流する。 

〇液量図とテープ図の相違点を整理する。 
・液量図は，水などを考える時に便利だった。

でも，テープの時は，テープ図で考える方
が考えやすかった。 

・図は違うけれど，どちらも 0.1 が何個分で
考えると計算できた。 

・どちらも，0.1 の目盛りで考えると計算で

きます。 

６ 本時のまとめをする。 

 

 

 

７ 学習を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

◇問題①の考え方を基にしながら，

計算の仕方を交流する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇振り返りの視点として，本時の学

習で分かったことを書かせる。 
 

◇液量図とテープ図を操作さ
せながら，二つの問題の相
違点を整理することによっ
て，どのような問題であっ
ても，0.1 が基準値となっ
て計算できることを捉えさ
せる。 

 

○め小数のひき算の計算のしかたを考えよう。 

○ま小数のひき算は，0.1 が何個分ある
かを考えて計算できる。 

○ふ小数のひき算の計算も，たし算のとき
と同じように 0.1 が何個あるか考えた
ら計算できるとわかりました。 

 １からひくときは 0.1 が１０こ分なの
で0.1が10こ分と考えると計算できる
ことがわかりました。 

・1.2ｍからさらに，0.5ｍ使うので，0.1

を 5 個分切ります。残りは，0.7ｍにな

ります。 

・1.2ｍは，0.1 が 12 個分なので，12－5

＝7 で 0.7ｍになります。 

「見方・考え方」に関わる手立て 

問題① 
(式)0.6-0.2＝0.4 
答え 0.4L 
 → とる 

問題② 
１L の牛にゅうを，0.2L 飲むと，

のこりは何 L でしょう。 
（式）1-0.2＝0.8 
答え 0.8L 

○ま 小数のひき算は，0.1 が何個

分あるかを考えて計算できる。 

0.6 は 0.1 が 6 こ分 
0.2 は 0.1 が 2 こ分 
6－2＝４ 
0.1 が 4 こ分で 0.4 

１は 0.1 が 10 こ分 
0.2 は 0.1 が 2 こ分 
10－2＝8 
0.1 が８こ分で 0.8 

テープが 1.5ｍあります。このテープに

ついて，次の問題を考えましょう。 
①0.3ｍ使うと，のこりは何ｍでしょう。 
②さらに，0.5ｍ使うと，のこりは何ｍ

ですか。 

① 式 1.5－0.3＝1.2 
答え 1.2L 

1.5 は 0.1 が 15 こ分 
0.3 は 0.1 が 3 こ分 
15－3＝12 
0.1 が 12 こ分で 1.2 

② 式 1.2－0.5＝0.7 
答え 0.7L 

1.2 は 0.1 が 12 こ分 
0.5 は 0.1 が 5 こ分 
12－5＝7 
0.1 が 7 こ分で 0.7 

問題□L あった牛にゅうを 0.2L 飲
みました。のこりは何 L でしょうか。 

→ とる 


